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桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
「
被
災

地
子
ど
も
支
援
～
ア
ル
ミ
缶
資

源
回
収
」
は
、
二
年
目
を
向
か
え

ま
し
た
。
昨
年
度
は
7
月
か
ら
始

ま
り
翌
年
3
月
ま
で
に
３
３
０

３
㎏
が
集
ま
り
、
義
援
金
と
し
て 

金 

           

                 

20
万
円
を
、
津
波
に
よ
る
被
害
の

大
き
か
っ
た
宮
城
県
南
三
陸
町

の
戸
倉
小
学
校
と
戸
倉
中
学
校

へ
お
届
け
し
ま
し
た
。 

 

平
成
24

年
度
は
4

月
か
ら

12
月
ま
で
の
9
ヵ
月
で
３
８
８ 

  

「
復
興
の
き
ざ
し
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
報
道
は
さ
れ
つ
つ
も
、

震
災
直
後
と
あ
ま
り
変
化
の
無

い
街
並
み
に
、
南
三
陸
町
の
皆
さ

ん
は
「
先
が
見
え
な
い
」
焦
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

戸
倉
小
、
戸
倉
中
は
平
成
24
年

４
月
か
ら
、
同
じ
南
三
陸
町
に
あ

る
志
津
川
小
、
志
津
川
中
の
一
部

に
そ
れ
ぞ
れ
間
借
り
し
て
学
校 

                 

０
㎏
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

桜
区
の
各
小
中
学
校
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
ア
ル
ミ
缶
を

回
収
し
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

  

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

来
年
度
、
学
校
は
ど
う
な
る
の
か
、

児
童
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
環
境

の
下
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
の
か

は
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

津
波
で
住
む
家
を
失
い
、
働
く

場
所
を
失
い
、
生
き
る
意
欲
す
ら

失
い
か
け
た
南
三
陸
町
の
皆
さ

ん
。
そ
ん
な
大
人
た
ち
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
た
の
が
、
子
ど
も
た

ち
の
底
抜
け
に
明
る
い
笑
顔
で

あ
り
、
力
強
い
目
の
輝
き
で
し
た
。 

そ
の
目
の
輝
き
の
中
に
、
明
る

い
未
来
が
映
っ
て
い
ま
す
。 

 
  

今
年
度
の
ア
ル
ミ
缶
資
源
回

収
に
よ
る
義
援
金
の
送
り
先
は
、

昨
年
同
様
、
南
三
陸
町
の
戸
倉
小 

                         

学
校
と
戸
倉
中
学
校
の
両
校
に

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
金
額
は
、

12
月
ま
で
の
ア
ル
ミ
缶
の
換
金

分
に
地
元
企
業
か
ら
の
寄
付
と

新
開
小
の
募
金
を
加
え
、
39
万

７
９
７
３
円
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
両
校
と
直
接
義
援
金

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
２
月
下
旬
に
一
括

し
て
両
校
へ
送
金
し
ま
し
た
。 

                         

～被災地子ども支援～ 
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平成 2５年３月５日 

広 報 紙 

笑顔で『あいさつ』していますか 桜区 12 校であいさつ運動を実施 

桜区ＰＴＡ連合会では、各学期が始まる第１週目に「あいさつ運動」を 

行っています。３学期も1月7日(月)から11日(金)に実施しました。 

 
■新開小ＰＴＡ…元気な
あいさつで、とても気持
ちのよい朝になっていま
す。大きな声であいさつ
をすると、目が覚めて授
業に集中できます。朝の
あいさつは、全てにおい
ての力になります。 

 
■土合小ＰＴＡ…大きな
声であいさつを返す子も
いれば、うつむいたまま
通りすぎる子もいます。
先におとなが手本を示
し、元気なあいさつが交
わされるようにしたいと
思います。(右写真) 
 

 

■大久保東小ＰＴＡ…寒
い毎日を吹き飛ばす程の
笑顔です。爽やかにあい
さつをする側、される側
の気持ちよさを、子ども
たちがいつまでも持ち続
けてくれますように…。 

■中島小ＰＴＡ…横断幕
を掲げて子どもたちも先
生方も元気にあいさつを
していました。大きな声
であいさつする事は気持
ちのよい事だと一緒に実
感しました。 

 
 

あいさつの言葉かけをきっかけとして、心がつな

がることの気持ちよさに気づきます。まずは親

がしっかりあいさつを心掛けてみると、子ども

は、親を見て真似をするようになります。 

 

み
ん
な
の
気
持
を
南
三
陸
町
へ 

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収
を
義
援
金
に 

桜区 12 校によるアルミ缶資源回収実績 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
「
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
被
災
地
支

援
の
た
め
の
『
ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収
』
が

始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
も
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
た
く

さ
ん
の
ア
ル
ミ
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

二
年
目
を
向
か
え
た
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
「
被
災
地
子
ど
も
支
援
～
ア
ル
ミ
缶

資
源
回
収
」
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

4 月
～

12 月 

３
８
８
０
㎏
集
ま
る 

登
校
時
に
、
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
な
が
ら
ア
ル
ミ
缶
を
回
収

(

神
田
小
に
て
７
月
撮
影) 

戸
倉
小
・
戸
倉
中
は
今
「
先
が
見
え
な
い
」
焦
り 

義
援
金 

２
月
に
送
金 

39
万
7

9

7

3
円 
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心
の
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業 

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会 

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
見
て
体
験
し
て

身
に
つ
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
話
か
ら
村
瀬
修
一
先
生

の
講
演
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

友
だ
ち
と
た
く
さ
ん
遊
ん
だ

経
験
が
あ
る
と
か
家
事
の
手
伝

い
を
し
て
い
る
と
か
、
遊
び
や
生 

活
体
験
の
場
か
ら
自
分
の
存
在 

                      

意
識
や
規
範
意
識
が
高
ま
る
と

い
う
分
析
結
果
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

■
心
の
サ
ポ
ー
ト
体
制 

「
さ
い
た
ま
市
に
お
け
る
不

登
校
児
は
減
少
し
て
い
る
。
い
じ

め
は
早
く
見
つ
け
て
早
く
解
決

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」
と

の
こ
と
で
、
い
じ
め
の
早
期
発
見

は
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地

域
で
の
『
目
』
も
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

「
う
ち
の
子
が
お
か
し
い
？
」 

                  
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
先
生
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
関
連
し
て
、

自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
に
つ
い
て

は
、
報
道
の
影
響
を
受
け
や
す
い 

             

こ
と
が
多
く
、
連
鎖
に
注
意
が
必

要
と
の
こ
と
で
し
た
。 

■
家
庭
・
地
域
と
連
携 

学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、
あ
い
さ
つ
や
係
・
委
員
会

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
人
間
関
係

を
体
験
さ
せ
、
自
分
の
存
在
感
を

与
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
学
校
だ
け
で
な
く

家
庭
や
地
域
と
も
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

(

取
材 

土
合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ) 

                       

                                   

                                   

平成 24 年度 校長会長研修会 開催 

小中9年間を通して、同じ方向で子ども

たちを教育できるよう共通の「スローガ

ン」を3月までに作ることにする。スロ

ーガンを作ることで、3校での教員や保

護者の連帯感を強め、子どもたちの健全

育成を図っていく。 

 

大久保小・神田小・大久保中 

指定校のおかげで、たくさん小中の協議

ができ、連携は進んでいる。学校とＰＴ

Ａそして地域で子どもたちを理解して

見守り対応していくことが、とても大事

であり、その中の小中連携の役割はとて

も大きいと感じる。 

栄和小・大久保東小・上大久保中 

学校説明会、交流演奏会や地区懇談会な

どの行事や事業を通じ、小中連携の取組

みは進んでいる。それぞれ小中の様子を

お互いが知るために、あいさつ運動での

交流を進めていきたい。また「中1ギャ

ップ」の解消にも取り組んでいきたい。 

土合小・中島小・土合中 

子どもたちが「夢と希望」を持てる学校

作りを目指す。小学校では人生の基盤と

なる素地を作り、中学校では目標・目的

意識を育む環境を作る。小中4校連絡協

議会をはじめ、いろいろな活動や行事を

通して小中の連携を継続していく。 

田島小・新開小・田島中 

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
桜
区
連
合
会 

平
成
24
年
度 

校
長
会
長
研
修
会
が
、

12
月
15
日(

土)

、
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市
教
育
委

員
会
指
導
二
課
の
村
瀬
修
一
先
生
を
お
迎
え
し
、『
心
の
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
～
現
状
と

課
題
』
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
『
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
輝
く
学
校
を
つ
く
る
た
め
の
小
中
連
携
」

を
テ
ー
マ
に
、
４
つ
の
中
学
校
区
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。 

一人ひとりの子どもが輝く学校をつくるための小中連携 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

と
し
て
市
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
「
人
間
関
係
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
初
対

面
の
相
手
で
も
、
自
然
に
会
話
が
生
ま
れ 

る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
日
常
生
活
の
中
で
、
子
ど

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。 

人間関係プログラムを体験 

◆桜区ＰＴＡ連合会 榎本雅昭会長に聞きました。 

 

桜区ＰＴＡ連合会は、10周年をむかえました。 

榎本：桜区の小中学校12校による「あいさつ運

動」や保護者と教職員によるビーチボール

交流会、小学校と中学校の連携を進める研

修会、そして行政や地域関係団体との交流

などを通じて「地域ならびに小中学校の連

携」を進める事ができた10年でした。 

 

これまでの活動を通して、あらためて感じる事

はありますか。 

榎本：子どもたちの健全育成のためには、学校、

家庭、地域の連携が不可欠であると感じま

した。先生と保護者が地域の皆さんと共

に、同じ方向をむいて同じ歩調で子どもた

ちを育てて行くために、桜区ＰＴＡ連合会

の活動が学校、家庭、地域の相互理解を深

める場となれば幸いと考えます。 

 

最後に、これからの桜区ＰＴＡ連合会について

一言お願いします。 

榎本：10 年の歴史の中で培われた礎を継承しつ

つ、今一度ＰＴＡの原点に立ち返り、地域

の宝である次世代を担う子どもたち一人

ひとりが、生き生きと輝くことのできる学

校をつくるために、学校、家庭、地域の絆

を一層深め、桜区ＰＴＡ連合会一同スクラ

ムを組んで活動していきましょう。 

「 ◇「一人ひとりの子どもが輝く学校をつくるため

の小中連携」をテーマに、中学校区ごとに分か

れてグループ討議を行いました。 

先生とＰＴＡが語り合う 
～小中学校でグループ討議～ 
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決
勝
戦
は
、
新
開
ア
ー
ス
（
新

開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
対
新
開
ジ
ュ
ピ
タ

ー
（
同
）
の
新
開
対
決
と
な
り
ま

し
た
。
優
勝
を
手
に
し
た
の
は
新

開
ア
ー
ス
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

熊
谷
全
弘
さ
ん
は
、
「
楽
し
め
ま

し
た
。
優
勝
で
き
て
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び
い
っ
ぱ

い
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

清
水
勇
人
市
長
も
訪
れ
、
激
励

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
大
会
が
さ
ら

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

             

 
         

日
頃
の
練
習
成
果
が
発
揮
で

き
た
チ
ー
ム
、
惜
し
く
も
敗
れ
た

チ
ー
ム
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
ど

の
チ
ー
ム
も
試
合
後
は
爽
や
か

な
笑
顔
で
し
た
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
通
し
て
学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と 

 
 
 
 

交
通
安
全
標
語 

 
 
  

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰 

     

12
月
1
日(

土)

、桜
区

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
が
プ
ラ

ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

応
募
作
品
４
４
２
１

点
の
中
か
ら
12

名
の
交

通
安
全
標
語
が
入
選
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
桜
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
榎
本

会
長
が
総
評
に
て
「
安
全

に
対
し
て
は
、
日
頃
か
ら

の
意
識
が
重
要
で
す
。
交

通
安
全
に
つ
い
て
今
一

度
、
考
え
直
す
良
い
機
会 

一
緒
に
、
地
域
交
流
の
で
き
る
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

協
力
い
た
だ
い
た
、
さ
い
た
ま

市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会
の
皆
さ

ま
、
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
の
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 (

取
材 

大
久
保
小
Ｐ
Ｔ
Ａ) 

           
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
も

す
ば
ら
し
い
標
語
ば
か
り
で
、
選

ぶ
の
が
た
い
へ
ん
で
し
た
」
と
、

あ
い
さ
つ
い
た
し
ま
し
た
。 

(

取
材 

大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ) 

            

    

11
月
18
日(

日)

、
桜
区
役
所

前
に
あ
る
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
花
壇
に
お
い
て
、
花
の
植
え
替

え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

                           

    

桜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
課
の

協
力
の
も
と
年
2
回
、
春
と
秋
に

花
壇
を
植
え
替
え
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
5
月
に
植
え
た
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
夏
の
花
か
ら
、

ビ
オ
ラ
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、

ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
の
花
に
植

え
替
え
ま
し
た
。「
桜
区
の
12
の

小
・
中
学
校
に
花
を
咲
か
せ
よ

う
」
と
い
う
想
い
の
も
と
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
の
協
力
で
素
敵
な

花
壇
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

(

取
材 

大
久
保
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ) 

                  

                                   

秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
10
月
20
日(

土)

、

第
10
回
桜
区
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
『
親
睦
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
』

（
運
営
協
力 

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
が
、
さ
い
た
ま
市
記
念
総
合

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
参
加
25
チ

ー
ム
に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

▽
決
勝 

ア
ー
ス  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ジ
ュ
ピ
タ
ー 
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新
開
小)  
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新
開
小) 

▽
準
決
勝 

ジ
ュ
ピ
タ
ー  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
島
小
Ｂ 

(

新
開
小)  
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田
島
小) 

 

ア
ー
ス  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桜
援
団 

(

新
開
小)    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（一
般) 

 

◇
順
位 

①
ア
ー
ス
（新
開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

②
ジ
ュ

ピ
タ
ー
（新
開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

③
田
島
小
Ｂ
（田
島

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

④
桜
援
団
（一
般
） 
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11 11  7 

｜ ｜  | 

10  6 11 

1 

2 

11 11 

｜ ｜ 

10  8 

0 

2 

11 11 

｜ ｜ 

9 10 

0 

区
民
が
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

の
輪
が
広
が
っ
た
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

(

さ
い
た
ま
市
記
念
総
合
体
育
館
に
て
） 

第
10
回
桜
区
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

親
睦
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会 

▼
浦
和
西
警
察
署 

署
長
賞 

イ
ヤ
ホ
ン
を 

外
し
て
聴
い
て 

町
の
音 

上
大
久
保
中
３
年 

野
口 

未
羽 

▼
浦
和
西
交
通
安
全
協
会 

会
長
賞 

気
を
抜
く
と 

後
ろ
に
す
ぐ
い
る 

事
故
の
影 

大
久
保
中
３
年 

田
中 

美
沙 

▼
交
通
安
全
保
護
者
の
会(

母
の
会) 

桜
支
部
長
賞 

 
 

こ
な
い
だ
ろ
う 

そ
ん
な
気
持
ち
が 

事
故
を
生
む 

栄
和
小
６
年 

渡
辺 

隼
斗 

▼
桜
区 

区
長
賞 

夕
ぐ
れ
に 

光
で
し
ら
せ
る 

ぼ
く
た
ち
を 

土
合
小
２
年 

坪
内 

聖
央 

▼
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

会
長
賞 

ひ
ろ
が
る
な 

ア
ソ
ビ
じ
ゃ
な
い
ぞ 

登
下
校 

神
田
小
４
年 

関
口 

諒  
 

【
入
賞
】
滝
川
龍
聖
（
田
島
小
６
年
）
▽
岩
渕
大
（
大
久

保
小
３
年
）
▽
田
中
航
弥
（
大
久
保
東
小
２
年
）
▽
原
俊
太

（
新
開
小
４
年
）
▽
久
保
咲
果
（
中
島
小
５
年
）
▽
結
城
拓

也
（
田
島
中
１
年
）
▽
梨
木
里
帆
（
土
合
中
１
年
） 

交通安全標語コンクールに12名の児童生徒が表彰 

■桜区ＰＴＡ連合会 平成24年度 活動報告 一年を通じて、さまざまな活動を行ってまいりました。ご参加、ご協力ありがとうございました。（3 月5 日現在） 

6 月 2 日 区 P 定期総会 7 月 25 日 区 P 第 1 回 理事会 11 月 18 日 桜区花と緑ふれあい事業・秋冬 

6 月 2 日 区 P 設立 10 周年記念祝賀会 9 月 3～7 日 第 2 学期スマイル！あいさつ運動 11 月 28 日 区 P 第３回 理事会 

6 月 30日 区 P 正副会長会 9 月 8 日 区 P 第 1 回 副会長会 12 月 15 日 区 P 校長会長研修会 

6 月 30日 区 P 広報情報委員会 10月 5 日 市 P 交流会 12 月 18 日 桜区 P 連だより 第 2 号発行 

6 月 30日 桜区花と緑ふれあい事業・春夏 10月 10 日 区 P 第 2 回 理事会 1 月 7～11 日 第 3 学期スマイル！あいさつ運動 

7 月 5 日 ビーチボール交流会① 10月 11 日 ビーチボール交流会③ 1 月 19 日 区 P 第２回 副会長会 

7 月 12日 ビーチボール交流会② 10月 19 日 日Ｐ 関東ブロック静岡大会 1 月 30 日 区 P 第４回 理事会 

7 月 18日 桜区P連だより10周年記念号発行 10月 20 日 桜区区民まつり親睦ビーチボール大会 3 月 5 日 広報紙 さくら咲く 第 6 号発行 

 

▲桜区交通安全標語コンクール入賞作品…交通安全標語コンクールは、さいた

ま市交通安全保護者の会(母の会)桜支部と桜区ＰＴＡ連合会の共催事業です。 

ＰＴＡの花壇を冬の花に植え替え 

桜
区
花
と
緑
ふ
れ
あ
い
事
業
（
平
成
２４
年
度
） 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
花
壇

「
冬
の
花
」
に
植
え
替
え 

標語応募 4421 点から 12 名が入賞 
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【
土
合
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

開
校
１
２
０
周
年
記
念
式
典 

11
月
22
日(

木)

、
開
校
120
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
年
生
は
郡
読
、
6
年
生
は
合

唱
と
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
金

管
バ
ン
ド
の
演
奏
も
迫
力
あ
る

も
の
で
し
た
。
「
天
に
の
び
よ
土

合
小
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
土
合

小
は
未
来
に
む
か
っ
て
躍
進
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

        

【
大
久
保
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

給
食
試
食
会 

10
月
4
日(

木)

、
給
食
試
食

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
久
保
小

の
給
食
は
、
学
校
の
畑
で
取
れ
た

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い

ま
す
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
美
味

し
い
で
す
。
こ
ん
な
美
味
し
い
給

食
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。 

【
栄
和
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

創
立
40
周
年
お
祝
い
の
会 

12
月
5
日(

水)

、
創
立
40
周

年
お
祝
い
の
会
が
行
わ
れ
、
心
温

ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
開

校
当
時
に
関
す
る
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
地
域
の
皆
様
が
答
え
て
い
ま

し
た
。
式
典
最
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
未

来
の
希
望
」
を
の
せ
た
バ
ル
ー
ン

が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。 

    

【
田
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ 

10
月
27
日(

土)

、
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
金
管
バ
ン

ド
の
演
奏
、
音
楽
ク
ラ
ブ
、
ダ
ン

ス
・
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
６
年
生
有
志
に
よ
る

「
折
り
鶴
」
の
貼
り
絵
は
、
み
ん

な
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
素

敵
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。 

【
大
久
保
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
現
場
診
断 

防
犯
や
交
通
事
故
の
危
険
箇

所
を
掲
載
し
た
『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

マ
ッ
プ
』
を
見
直
す
た
め
、
10
月

24
日(

水)

、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
に
学
区
内
の
情
報
収
集
と
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
危
険
箇

所
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
事
故
や

事
件
か
ら
児
童
を
守
る
事
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
新
開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

 

し
び
ら
き
っ
子
ま
つ
り 

12
月
1
日(

土)

、
チ
ケ
ッ
ト

片
手
に
子
ど
も
た
ち
が
各
コ
ー

ナ
ー
に
並
び
ま
し
た
。
校
庭
で
は
、

く
じ
引
き
と
食
品
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
供
出
品

の
販
売
、
そ
し
て
校
舎
内
で
は
、

プ
リ
ク
ラ
風
シ
ー
ル
、
ス
ラ
イ
ム

作
り
や
昔
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

【
神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

12
月
8
日(

土)

、
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
金
管
バ
ン
ド
の
素
晴
ら
し

い
演
奏
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク

ー
ル
の
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
風
船
で
遊

べ
る
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
も
あ

り
、
見
て
聴
い
て
参
加
し
て
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

【
中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

早
朝
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
列

を
作
っ
て
並
び
ま
し
た
。
10
月

27
日
（
土
）、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
や

ゲ
ー
ム
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。 

金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
今
年
度
は
土
合
中
の
吹
奏
楽

部
も
演
奏
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。 

【
土
合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

 

手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
講
習
会 

11
月
13
日(

火)

、
手
作
り
コ

サ
ー
ジ
ュ
講
習
会
が
行
な
わ
れ
、

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
お
花
の

布
地
の
違
い
や
花
び
ら
の
開
き

方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
も
変
わ

り
、
レ
ー
ス
や
小
物
の
配
置
も
個

性
が
出
て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か

ら
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

       

【
大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室 

 

11
月
4
日(

日)

、
レ
ッ
ズ
ハ

ー
ト
フ
ル
ク
ラ
ブ
を
招
き
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
久
保
小
、
神
田

小
の
親
子
が
約
70
組
参
加
。
大
久

保
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
も
お
手

伝
い
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

             
【
田
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

 

献 

血 

11
月
17
日(

土)

の
学
校
公
開

日
に
、
献
血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
や
先
生
方
105
名
が
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
64
名
の
方
に
献

血
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
埼
玉

県
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は

65
名
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
厚
生
委
員

の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
お
声

掛
け
し
た
結
果
、
ほ
ぼ
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
上
大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル 

Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
が
中
心
と
な

り
11
月
30
日(

金)

、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
栄
和

地
区
を
中
心
に
上
大
久
保
中
の

学
区
内
を
約
1
時
間
程
度
ま
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
特
に
問
題
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。 

 

            

                                   

さいたま市桜区ＰＴＡ 検索 

土合小学校開校 120 周年記念式典 

和気あいあいのコサージュ作り 

（土合中ＰＴＡ） 

平成 24 年度 桜区ＰＴＡ連合会 広報情報委員 

土 合 小 ＰＴＡ 大 沢  美 咲 山 田  明 子 

大 久 保 小 ＰＴＡ 福 田  雅 代 小堀 真紀子 

栄 和 小 ＰＴＡ 小 泉  容 子 新井 美智代 

田 島 小 ＰＴＡ 太 田  歩 美 真鍋 由美子 

大久保東小 ＰＴＡ 椎 野  雅 代 石 川  直 子 

新 開 小 ＰＴＡ 笠木 由紀子 山 口  綾 

神 田 小 ＰＴＡ 星 井  静 香 宮 崎  和 代 

中 島 小 ＰＴＡ 寺島 奈緒美 石 川  祥 子 

土 合 中 ＰＴＡ 梅 原  清 子 諸隈 登三子 

大 久 保 中 ＰＴＡ 志 賀  正 子 窪 田  和 美 

田 島 中 ＰＴＡ 黒 川  浩 子 辻 本  和 泉 

上大久保中 ＰＴＡ 小木曽 芳枝 長 山  優 子 

※上記 24 名の委員の皆さんに一年間、取材のご協力を

いただきました。ありがとうございました。 

 

＊ ＊ ＊ 編 集 後 記 ＊ ＊ ＊ 

日頃よりＰＴＡ活動にご理解、ご協力をいただき、誠に

ありがとうございます。 

桜区ＰＴＡ連合会では、あいさつ運動をはじめ被災地

支援などの活動や研修会などの事業を行ってきました。

平成 24 年度、「ともに、今できることを」をスローガンに

各校ＰＴＡと取り組んできたことを、広報紙に掲載させて

いただきました。ぜひ、ご一読ください。 

 

委 員 長 北爪 郁哉 担 当 理 事 小島 章禎 

サ ポ ー タ ー 桜井 直人 担 当 理 事 丸山 和彦 

副 会 長 米山 愼司   

 
土合小学校ＰＴＡ 大久保小学校ＰＴＡ 田島小学校ＰＴＡ 大久保東小学校ＰＴＡ 栄和小学校ＰＴＡ 新開小学校ＰＴＡ  

土合中学校ＰＴＡ 大久保中学校ＰＴＡ 田島中学校ＰＴＡ 上大久保中学校ＰＴＡ 神田小学校ＰＴＡ 中島小学校ＰＴＡ  
さいたま市 PTA 協議会 


